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研究成果の概要（和文）：本研究では，｢心と体｣の問題が人間的な存在への問いと不可分である

という認識に立ち、スポーツにおける人間の生の経験とスポーツを教材とする体育における

人間形成の可能性を検討した。平成１９年度は「心と体」の問題は自己自身の存在への問い

と不可分であるという知見を得た．平成２０年度はスポーツにおける自己の達成は他者との

連帯に発展する可能性を秘めていることを授業実践において実証した。平成２１年度はスポ

ーツにおける自己の達成は他者との連帯に発展することを明らかにした。 
 
 
研究成果の概要（英文）：In this study, from the viewpoint that the issues of mind/body and the 

questions of self existence are inseparably related, living experience of human beings in sport was 
considered and the possibility of character building in physical education which assumes sport a 
teaching material was examined. We found out, in the fiscal year of 2007-2008, that issues of 
mind/body and the questions of self existence were inseparably related to each other. It was 
showed, in the fiscal year of 2008-2009, that the self-performance or self-achievement in sport had a 
possibility to develop the solidarity with others upon investigations in several classes of general 
physical education in higher education. In the fiscal year of 2009-2010, we continued to investigate 
the issues of self-performance and self-achievement in sport and the solidarity with others, and found 
that they developed the solidarity with others.  
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) 本研究課題の申請時における背景の一つ
に、学校教育の現場では、「いじめ」「不登
校」「校内暴力」「非行」「学級崩壊」といっ
た現象について、出口の見えない難問が山積
みしていたことがあげられる。「いじ
め」や「暴力」が原因で児童・生徒たちが死
に追いやられる悲惨な事件が絶えない状況
下で、児童・生徒は、自らの学びを阻害さ
れ、「生きる力」を耕せない状況にあった。当
時の教育の荒廃の背後にある「心と体の問
題」に対処すべく学習指導要領が改訂さ
れ、体育においても「心と体の密接な関連」と
いう理念を追求することによって、児童・生
徒が直面する問題状況の打破に貢献しよう
とした。そして「多くの問題に直面する児
童・生徒に対して体育は何ができるの
か」、「公教育としての体育の教育責任とは何
か」ということが強く問われることになっ
た。しかし例えば、何をどう指導すれば「心
身の関連」という理念を実現できるのかとい
うことについて、実際の授業における具体的
な実践の場面では戸惑いもあった。また、学
習指導要領にある「心と体を一体として捉え
る」ということや、「自分や仲間の体や心の
状態に気付く」ということも、「捉える」「気
付く」ということの哲学的問題の検討が不充
分なままに残されていた。こういう問題を検
討し、公教育としての体育は多くの問題に直
面する児童・生徒に対して何ができるの
か、そうした素朴な疑問に答えてみたいとい
うのが本研究の動機であった。 

 
(2) これまで体育は、その時々の社会的要請
を受け入れながら、何がしかの人間形成を行
ってきた。わが国でも、スポーツの人格形成
の可能性に着目して、それを体育に適用しよ
うとした試みが早くからあった。そのなかに
は、体育で目指すべき人間像として、心身の
調和の取れた徳を身につけた人間を描いて
いるものもある（島田, 1926）。最近の欧米
では、児童・生徒の人格形成という総合的な
視点からみても明確な方法論を備えた体育
論の再構築が行われている。なかでも、倫理
学や道徳教育を参照しながら、スポーツと人

間とのダイナミックな関係構造におけるス
ポーツの価値について考察し、体育における
人間形成の可能性について行われた研究は
注目に値する（Arnold, 1997）。しかしなが
ら、スポーツにおける人間の生の経験と人間
形成の可能性については、わが国と欧米の双
方において検討が行われていない。スポーツ
が人間の生の経験に対して持つ意味を追求
した研究として高い評価を受けているもの
には、スポーツを含む人間の生の経験と達成
に つ い て の 哲学 的 人間 学 か ら の 研究
（Lenk, 1983, 1985, 2002）や、それに影響を受
けた研究（Sekine & Hata, 2004）などがあ
る。こうした研究が本研究の背景にあっ
た。本研究では、上述した研究をはじめとす
る諸研究の成果を発展させて、学術的にみて
も画期的で独創的なものを志向し、哲学的人
間学という新しい視点から新たな体育論を
模索しようとした。そこには、スポーツなど
の運動技能の習得や倫理規範の教育を中心
としてきた従来の体育論を超越し、新たな体
育論を示そうとする意図があった。 

 
 
２．研究の目的 
 

本研究課題の申請時における当初の研究目
的は以下に示すとおりである。スポーツを教
材とする体育でなければなしえない人間形成
の意義を再確認するためには、「心と体」の問
題が児童・生徒の人間的な存在への問いと不
可分であるという認識が、当初われわれには
あった。そこでわれわれは、スポーツにおけ
る人間の生の経験について考察し、スポーツ
を教材とする体育における人間形成の可能性
について検討しようとした。具体的には、ス
ポーツにおける「他者との交流」や指導者や
仲間との「コミュニケーション」から得られ
る人間の多様な生の経験を、体育に取り込も
うとした。体育はスポーツや運動を教材とす
る人間形成の営みであり、それだからこそ児
童・生徒が直面する「心と体の問題」の解決
に向けて貢献できるのだという観点から、「ス
ポーツと人間の生の経験」「スポーツの教育的
価値」「体育における人間形成」について考察
しようとした。 



３．研究の方法 
 

本研究は３年の期間を設けて行った。その
際に５つの研究課題（以下に示す○囲み数字
の課題）を設定した。１年目の平成１９年度
は、体育における「心と体を一体として捉え
る」「自分や仲間の体や心の状態に気付く」と
いうことについての哲学的考察を進めた。す
なわち、①「心身を一体として捉える」とは
どういうことか、②「体や心への気付き」と
は何か、ということについて明らかにしよう
とした。２年目の平成２０年度は、スポーツ
における人間の生の経験とスポーツの教育的
価値について、哲学的人間学の立場から研究
を進めた。すなわち、③他者との交流を必然
とするスポーツにおける人間の生の経験とは
何か、④「生きる力」を育む体育におけるス
ポーツによる人間形成の可能性ということを
明らかにしようとした。３年目の平成２１年
度は、「いじめ」や「非行」の被害に直面する
児童・生徒に対して体育は何ができるのかと
いうこと、すなわち、⑤体育でなければ成し
えない人間形成の意義を明らかにしようとし
た。 
 
 
４．研究成果 
 
(1) スポーツはグローバルな現象であり人間
にとって文化を超えた価値を有する実践で
ある。このようなスポーツに対する考え方は
世界のどの地域でも普遍的に当てはまる。こ
ういう意味でスポーツという実践は倫理的
諸原則や道徳的諸価値と無関係ではない。し
たがってスポーツは、普遍的な視点から教育
的な営みとして正当化される。教育的な営み
として行われるスポーツは、それに付随する
外在的な価値や目的ではなく，内在的価値を
目指して行われなければならないというこ
とである。学校における体育は、時代ととも
に社会的ニーズを受け入れながら、身体運動
を含むスポーツを教材として人間形成に努
めてきた。わが国でも西洋でも、体育では心
と体のバランスが取れた人間を育てること
が理想だと考えられてきたことが明らかに
なった。 

 
(2) スポーツは人間の存在にとって不可欠な
実践である。スポーツが人間の生に対して持
つ意味の一つに自己の達成への志向があ
る。人間の生は自己に関わる事柄のみで構成
されるのではない。それは他者との関係から
も構成される。スポーツにおける人間存在へ
の問いは心身の問題と密接に関係している
ことが再確認された。人間の存在にとって不
可欠な実践であるスポーツによって人間形
成を行うことは否定できないということが

明らかになった。 
 
(3) 体育において「心と体を一体として捉え
る」こと、「自分や仲間の体や心の状態に気
付く」ということには、コミュニケーション
と深く関わっている。体育では他者との交流
を必然とするスポーツが教材となる。そうい
うスポーツにおける人間の生の経験を重視
した体育は、他者について配慮したり、その
身体について注意を払ったり、様々な事柄を
生かしながら人間形成を図ることが出来る
可能性を秘めている。 

 
(4)「生きる力」を育む体育でのスポーツによ
る人間形成の可能性について考察した。その
結果スポーツにおける人間の生の経験が体
育においてどのような意義を持ち得るのか
をある程度明らかにすることができた。ま
た、「いじめ」や「非行」の被害に直面する
児童・生徒に対して体育は何ができるのだろ
うか。児童・生徒の身体の教育を重視すると
いうことは心の解放につながる。これは体育
でなければ成しえない人間形成の意義の一
だということが明らかになった。 

 
(5) スポーツが人間の生に対して持つ意味の
一つに自己の達成への志向がある。人間の生
は自己に関わる事柄のみで構成されるので
はない。それは他者との関係からも構成され
る。スポーツにおける他者の問題を社会哲学
的観点から吟味し、スポーツでの自己の達成
が他者との連帯に展開しうるということを
明らかにした。それは、体育において、他者
を思いやる、他者の身体に配慮する、それが
出来る自らの身体を作る、そういうことを体
験することによって可能だということが示
唆された。 

 
(6) スポーツにおけるコミュニケーションモ
デルとしての指導者とプレーヤーの自他関
係は立場の違いを止揚する関係である。スポ
ーツを実践するグループにおけるコミュニ
ケーションは自他の連帯と達成へ向けての
身体的行為によって可能になる。これは、体
育では集団によって具体化される共通の意
味の存在と、その具体化に向けての身体的行
為の存在が重要であり、勝敗の意味や集団で
の達成を学習の目的とするスポーツ教材
が、他者理解のためのコミュニケーションを
提供するものへと生まれ変わる可能性があ
ることを示唆している。 

 
(7) この研究課題によって得られた成果の一
部は、「５．主な発表論文等」に示したよう
に国内外で発表し、その結果、多くの注意を
引いたと思われる。今回の研究課題では当初
設定された目的が十分に達成されたとは言



いがたい部分もある。特に、スポーツ実践に
おける人間の生の経験とは何かということ
は、今後も詳細な検討を重ねて、明らかにし
なければならない。これは本研究が発展する
ための今後の展望として残されている。ま
た、身体教育の意義について再確認しなけれ
ばならないこと、身体教育と人間形成の関係
についてより深く考察することなどが、今後
の課題としてあげられる。 
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